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令
和
6
年
度
の
決
算
も
終
え
、
理
事
会
・
評

議
員
会
の
改
選
も
あ
り
、
令
和
7
年
度
の
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
令
和
6
年
度
は
、
収
入
が
1

億
円
を
超
え
、
施
設
の
全
照
明
を
L
E
D
に
変

え
、
老
朽
化
し
て
い
た
パ
ソ
コ
ン
も
買
い
替
え

る
こ
と
が
で
き
、
業
務
の
効
率
化
と
費
用
の
削

減
を
図
り
ま
し
た
。

令
和
7
年
度
か
ら
は
、
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

事
業
に
お
い
て
、
新
た
に
国
立
国
会
図
書
館
等

の
文
書
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
に
参
入
す
る
こ
と
に

な
り
、
更
な
る
利
用
者
工
賃
ア
ッ
プ
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成

年
か
ら
遠
賀
郡
四
町
の
補
助

金
に
よ
る
委
託
事
業
と
し
て
受
け
て
き
た
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
が
、
今
年
度
か
ら
単
価
契

約
（
契
約
単
価
×
通
所
者
数
）
に
よ
る
委
託
事

業
に
変
更
さ
れ
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま

し
た
。
利
用
者
が
増
え
な
い
と
赤
字
に
な
り
ま

す
が
、
良
い
支
援
を
提
供
す
れ
ば
利
用
者
は
増

え
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
の
で
、
専
門
職
の
資

格
を
持
っ
た
職
員
が
支
援
に
あ
た
り
、
利
用
者

の
リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
新
年

度
に
入
り
3
ヶ
月
が
経
ち
、
利
用
者
さ
ん
も
次

第
に
増
え
て
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。

幸
い
に
は
ま
ゆ
う
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、

多
機
能
型
施
設
で
す
の
で
、
居
場
所
か
ら
就
職

ま
で
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
意
思
決
定

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
リ
カ
バ
リ
ー
の
道
を
と

も
に
歩
む
「
寄
り
添
い
の
心
」
で
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
役
員
・
評
議
員

の
改
選
が
あ
り
定
款
に
則
て
選

任
を
行
い
、
再
任
・
新
任
含
め

て
左
記
の
方
々
に
就
任
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

◆
役
員

理
事
長

楢
橋
恭
一

業
務
執
行
理
事

坂
栗
さ
つ
き

理
事

小
野

元

理
事

久
保
田
義
信

理
事

末
吉
優
美
子

理
事

石
田
健
治

監
事

吉
田
秀
樹

監
事

渡
部
諄
子

◆
評
議
員

平
竹
裕
司

小
徳

薫

米
倉
正
広

馬
郡
利
夫

津
田
敏
文

近
藤
喜
栄
子

亀
元
公
一

本
年
度
か
ら
、
当
セ
ン
タ
ー
の
就
労
継
続
支

援
Ｂ
型
事
業
が
国
立
国
会
図
書
館
（
Ｎ
Ｄ
Ｌ
）

の
蔵
書
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
に
参
入
し
ま
し
た
。

当
事
業
は
、
北
九
州
市
戸
畑
区
に
あ
る
北

九
州
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
本
部
内
の
Ｂ
型

事
業
所
「
イ
ン
ク
ル
と
ば
た
」
で
行
わ
れ
て
お

り
、
そ
こ
ま
で
当
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
と
職
員

が
出
か
け
て
仕
事
を
し
ま
す
。
現
在
、
1
チ
ー

ム
5
名
で
2
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
担
当
職
員
が

付
い
て
い
ま
す
。

仕
事
内
容
は
、
N
D
Ｌ
の
蔵
書
や
福
岡
県

の
行
政
文
書
や
書
籍
を
ス
キ
ャ
ナ
ー
で
ス

キ
ャ
ン
し
、
電
子
化
し
た
デ
ー
タ
を
外
部
記
憶

装
置
に
保
存
し
て
納
め
る
作
業
で
す
。

障
が
い
が
あ
る
人
の
工
賃
向
上
と
一
般
就

労
の
促
進
を
目
的
に
、
福
岡
県
と
日
本
財
団

が
連
携
協
定
し
て
行
っ
て
い
る
事
業
で
す
。

現
在
、
実
地
研
修
中
も
終
わ
り
、
7
月
か
ら
本

格
的
に
始
動
し
て
い
ま
す
。

工
程
は
、
「
事
前
確
認
」
「
仕
分
け
」

「
ス
キ
ャ
ン
」
「
原
状
回
復
」
「
画
像
検
査
」

「
K

e
y
入
力
」
の
6
部
門
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
部
門
に
分
か
れ
て
行
い
ま
す
。

実
際
に
や
っ
て
み
て
の
感
想
で
す
が
、
「
パ

ソ
コ
ン
の
操
作
が
楽
し
い
」
「
最
初
は
不
安

だ
っ
た
が
、
今
は
何
と
か
や
れ
そ
う
な
気
が

す
る
。
」
「
神
経
を
使
う
の
で
目
が
疲
れ

る
。
」
な
ど
と
様
々
で
す
が
、
自
分
の
仕
事
に

生
き
が
い
と
誇
り
を
感
じ
て
い
る
の
は
確
か

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
仕
事
を
通
し
て
Ｂ
型

の
平
均
工
賃
が
上
が
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

理
事
長

楢
橋

セ
ン
タ
ー
長

坂
栗

大変見やすくなりました。是非検索を！
https://www.hamayu-mizumaki.com/

2
月

日
（
金
）
水
巻
町
中
央
公
民
館
大
会

議
室
に
於
い
て
第

回
は
ま
ゆ
う
講
演
の
集
い

を
開
催
し
ま
し
た
。

内
容
は
、
今
年
も
「
家
族
が
語
る
本
人
と
の

か
か
わ
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
家
族
会
で
学
ん
だ

本
人
へ
の
か
か
わ
り
方
を
体
験
を
通
し
て
語
り

ま
し
た
。
赤
裸
々
に
語
る
話
に
多
く
の
皆
様
が

共
感
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

保
健
所
や
遠
賀
郡
4
町
行
政
の
方
、
4
町
の

民
生
委
員
さ
ん
等
多
く
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
家
族
の
状
況
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
、
理
解
が
広
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

28

11

5
月

日
（
日
）
に
令
和
7
年
度
は
ま
ゆ
う
家

族
会
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、

名
の
家
族
会
員
が
参
加
さ
れ
、
第

１
部
で
は
、
事
業
報
告
・
決
算
及
び
監
査
報
告

や
新
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
の
説
明
が
あ
り
、

第
2
部
で
は
、
精
神
障
が
い
が
あ
る
人
の
家
族

と
し
て
の
体
験
や
か
か
わ
り
方
、
支
援
の
活
用

に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

参
加
者
の
中
に
は
、

年
以
上
の
先
輩
か
ら

最
近
入
会
さ
れ
た
方
、
本
年
に
入
会
さ
れ
た
方

も
2
名
お
ら
れ
、
ま
た
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
で
電

話
相
談
員
や
当
法
人
の
理
事
を
さ
れ
て
い
る
方

も
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
さ
れ
、
「
電
話
相
談
の
質

向
上
の
た
め
、
家
族
会
で
の
学
び
を
相
談
業
務

に
活
か
し
た
い
」
と
言
わ
れ
、
和
や
か
な
懇
談
会

に
な
り
ま
し
た
。
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令
和
6
年
度
は
実
績
が
上
が
り
、
施
設
内
の
照
明

を
全
部
L
E
D
に
変
え
、
職
員
の
パ
ソ
コ
ン
が
老
朽

化
し
て
い
た
の
で
買
い
換
え
ま
し
た
。

利
用
者
さ
ん
か
ら
は
、
「
部
屋
が
明
る
く
な
り

は
ま
ゆ
う
の
未
来
も
明
る
い
」
と
言
わ
れ
、
経
費
も

左
記
の
と
お
り
安
く
な
り
そ
う
で
す
。

パ
ソ
コ
ン
も
古
く
な
り
動
作
が
随
分
鈍
く
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
サ
ク
サ
ク
と
動
き
仕
事
が
は
か
ど
っ

て
い
ま
す
。

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成

年
か
ら
遠
賀
郡
４
町
（
水

巻
町
、
芦
屋
町
、
遠
賀
町
、
岡
垣
町
）
の
委
託
を
受
け
4
町
の
補
助

金
で
運
営
し
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
７
年
度
よ
り
単
価
契
約
制
度
に

変
更
に
な
り
、
更
に
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
問
わ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

６
月

日
に
遠
賀
郡
４
町
の
障
が
い
支
援
係
長
が
地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
に
来
て
い
た
だ
き
、
現
在
利
用
者
さ
ん
が
行
っ
て
い
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
（
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
）
を
見
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
利
用
者
さ
ん
が
か
な
り
緊
張
し
た
中
で
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
行
な
い
、
各
人
か
ら
良
い
意
見
が
出
て
、
お
互
い
に
良
い

相
乗
効
果
が
生
ま
れ
、
貴
重
な
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
町
係
長
と
の
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
が
、
地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
は
ま
ゆ
う
は
、
精
神
障
が
い
が
あ
る
方
に
と
っ
て
必

要
な
事
業
所
だ
と
再
認
識
し
ま
し
た
。
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
契
機
に
、

利
用
者
さ
ん
に
「
は
ま
ゆ
う
に
来
て
良
か
っ
た
。
」
と
喜
ん
で
い
た

だ
け
る
事
業
所
に
な
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。施

設
長

伊
福

就
労
継
続
支
援
B
型
事
業
で
は
、
昨
年
か
ら

新
し
い
仕
事
が
入
り
ま
し
た
。
日
本
デ
ン
ソ
ー

と
い
う
会
社
の
製
品
で
、
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン

の
埃
を
防
ぐ
「
埃
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
」
や
ス
ト
ー

ブ
の
「
灯
油
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
」
と
い
う
ネ
ッ
ト

を
た
た
み
、
ラ
ベ
ル
と
と
も
に
袋
に
入
れ
る
作

業
で
す
。

こ
の
仕
事
を
す
る
き
っ
か
け
は
、
金
融
機
関

の
お
客
様
贈
呈
用
の
品
に
当
施
設
の
ま
ご
こ
ろ

製
品
を
使
っ
て
い
た
だ
い
た
際
、
日
本
デ
ン

ソ
ー
の
社
長
の
目
に
と
ま
り
仕
事
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

手
先
を
使
う
繊
細
な

作
業
で
す
が
、
皆
さ
ん

丁
寧
に
作
業
を
さ
れ
て

い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者

筧

今
年
の
ま
ご
こ
ろ
製
品
を
考
案
す
る
際
に
物
価
高
騰
の
中
な
の
で
生
活

必
需
品
が
良
い
と
考
え
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
に
し
ま
し
た
。

品
物
に
「
ま
ご
こ
ろ
」
と
書
い
た
の
し
調
の
ラ
ベ
ル
を
巻
き
、
見
映
え

よ
く
工
夫
し
て
包
装
し
ま
し
た
。

サ
ン
プ
ル
が
出
来
上
が
り
見
て
い
た
だ
い
た
結
果
、
2
ケ
所
か
ら
採
用

さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
就
労
継
続
支
援
B
型
事
業
で
、
他
の
仕
事
の
合
間
を
見
て
作
成

し
て
い
ま
す
。
利
用
者
さ
ん
の
「
ま
ご
こ
ろ
」
が
皆
さ
ん
の
も
と
に
届
く

こ
と
を
楽
し
み
に
し
な
が
ら
作
っ
て
い
ま
す
。

B
型
支
援
員

山
下

◆寿命は、蛍光灯 6千時間～1万2千時間

LED ４万時間～5万時間

◆消費電力は、蛍光灯の約半分 したがって

◆電気代は、LEDの方が安い

◆LEDは、紫外線をほとんど含んでなく、虫が

つきにくく、点灯も瞬時につき、ちらつきが

少なく衝撃に強い等の利点がある。

柴藤一番ケ瀬

岡山

高頭

藤原 西門

西門

井上 柴田 坂本 伊東 中尾

山下筧伊福坂栗
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7月12日（土曜日）高塔山へ利用者

12名と職員2名で野外レクリエー

ションに行きました。天気予報では雨

の予報でしたが、当日は快晴となり、

楽しい時間を過ごしました。

車中でも楽しみにしている様子で、現

地では景色の美しさに感動していまし

た。当初はアジサイを見る予定でした

が、すでに時期が過ぎていたようです。

それでも、参加者は楽しそうに写真撮

影をしていました。「リフレッシュで

きた」「また行きたい」「気分転換が

できた」という感想が聞かれました。


